
技術士第二次試験合格者祝賀会（愛媛会場） 

第５４回 CPD セミナー・公開講座・技術者倫理セミナー 

 

１ セミナーの概要 

２０１８年６月２日（土）に、松山市男女共同

参画推進センター「コムズ」において、第５４回

CPD セミナー・公開講座・技術者倫理セミナーを

開催いたしました。今回は、新たに事業委員会の

中に設置された「倫理小委員会」の紹介と併せて

「技術者倫理セミナー」も開催されました。 

 

表 1 プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 セミナー７４名、祝賀会５８名のご参加を

頂きました。 

 

写真 1 セミナー会場の様子 

２ CPDセミナー  鈴木幸一氏 

CPD セミナーは、講師に愛媛大学名誉教授 鈴

木 幸一氏をお招きし、『河川の役割（機能）』と題

しましたご講演を頂きました。鈴木教授におかれ

ましては、河川の機能である「治水機能（洪水防

御）」「利水機能（水資源）」「環境機能（親水性・

多自然）」について、身近な中四国内の例を挙げて

詳しくご説明していただきました。建設分野に関

わる皆様には大変興味ある講義内容であったと思

います。 

写真 2 鈴木氏の講演 

 

１．開会挨拶（13：10～13：20） 

（公社）日本技術士会四国本部 

 副本部長 須賀 幸一 

２．ＣＰＤセミナー（13：20～14：20） 

演  題：『河川の役割（機能）』 

講  師：愛媛大学 鈴木 幸一 名誉教授 

３．公開講座（14：20～15：20） 

演  題：『正岡子規の少年時代』 

講  師：松山市立子規記念博物館 

     学芸員 平岡 瑛二氏 

４．技術者倫理セミナー（15：20～16：20） 

講  師：（公社）日本技術士会四国本部 

倫理小委員会委員長 友近 榮治氏 

５．青年技術士交流会の活動紹介（16：20～16：40） 

講  師：（公社）日本技術士会四国本部 

青年技術士交流委員会委員補佐 藤浦 雅也氏 

６．第二次試験合格者の紹介（16：40～16：50） 

７．合格者祝賀会（17：30～19：30） 

 (1)開会挨拶 四国本部幹事 

(愛媛県技術士会副会長)  吉村 和司 

 (2)歓 談 

 (3)中締め          愛媛県技術士会副会長 

                               米虫  聡 

８．閉  会 



 

３ 公開講座 平岡瑛二氏 

公開講座は、講師に松山市立子規記念博物館学

芸員 平岡 瑛二氏をお招きし、『正岡子規の少年時

代』と題しまして松山が生んだ偉人「正岡子規」

についてご講演をいただきました。特に子規の生

い立ちから少年時代について、エピソード等も踏

まえ詳しくご説明していただきました。 

ジャーナリストから俳句革新への原動力となっ

た子規の少年時代の活動や思想について大変有意

義な内容であり、皆様へもぜひ子規記念博物館の

ほうへも足を運んでいただきたいと思います。 

 

写真 3 平岡氏の講演 

 

 

４ 技術者倫理セミナー 友近榮治氏 

(公社)日本技術士会四国本部 倫理小委員会 

友近委員長より、四国本部における倫理小委員会

の発足と「技術士と技術者倫理」について講演が

ありました。 

写真 4 友近氏の講演 

 

 

５ 青年技術者交流委員会の活動紹介 

四国本部「青年技術士交流委員会」藤浦氏より、

四国４県における青年技術士交流委員会活動につ

いて、具体的な活動内容を挙げてのご紹介があり

ました。来年開催される「技術士全国大会」(徳島

県)において、全国青年技術士との交流を深めるよ

い機会であるとのＰＲが行われました。 

写真 5 藤浦氏による活動紹介の様子 

 



６ 第二次試験合格者の紹介 

平成 29年度 技術士第二次試験新合格者６名の

紹介の後、場所を「コムズ」から「リジェール松

山」に移し新合格者祝賀会が開催されました。 

写真 6 新合格者の紹介 

 

７ 合格者祝賀会 

四国本部 吉村幹事（愛媛県技術士会副会長）の

挨拶の後、愛媛県技術士会 住井幹事の乾杯の音頭

で祝賀会が始まり、約２時間の歓談の後、愛媛県

技術士会 米虫副会長の中締めの挨拶で閉会しま

した。 

写真 7 吉村 幹事の挨拶 

 

写真 8 祝賀会の様子

 

８ おわりに 

本年度より事業委員会の中に設置された「倫理

小委員会」の本格的な活動が開始されました。 

ここ最近、科学技術に関連した事故や不正が多

発し、社会の安全確保に対する技術者への要求は

一層高まって来ております。 

科学技術を応用し社会に貢献する技術士として、

今一度「再確認・再認識」を図るよい機会となり

ました。 

 

四国本部広報委員会 委員  原田 徹 

 

 


